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Underdrainage functional diagnostic Technology in Paddy Fi

○

Takeo Kaneko

１．はじめに

日本の水田において、米あまり

上昇してきているが、転作作物

この問題にはいくつかの理由

の原因が正確に把握されず、的確

田が多く存在すると思われる。

２．簡易に判断できる水田の排水不良状態

(1)地表残留水：稲作栽培時での

後において地表残留水が残る場合

とは暗渠の機能が発揮されていないか

(2)暗渠排水量：計画暗渠排水量

水量 10mm/day の排水量を 10a

バケツ等の容器に満水する時間

３．暗渠排水の機能が発揮される

暗渠排水が機能する条件は①

渠吸水管の目詰まりがないこと

４．暗渠排水機能の確認方法

1)作土層から暗渠吸水管までの

(1)白色塗料による水みちの確認

深さ 5～10cm 程度の窪みを掘削

12 時間以後にこの窪みを暗渠吸水管

(2)透水試験（ドライ・オーガー

た自動的に水の供給が可能な測定器

この技術は基準書に記載

10-4cm/sec 台以上の値が必要であり

＊株式会社三浜測量設計社(MIHAMA Survey & Planning CO.,
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写真-1 水みちが発達した暗渠
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あまり状態から 40 年以上経過し、水田の転作面積

転作作物の安定した生産状況に至っていないのが周知

理由があるが、排水不良もその一つと考えられる

的確な対策が施工されずに転作作物の栽培が続

。この問題を解決する暗渠排水機能診断技術を

排水不良状態の確認方法

での適正減水深は 20mm/day 前後と言われており

場合とある。暗渠が施工されても降雨後に地表残留水

されていないか低下していると判断できる。

計画暗渠排水量は 10～50mm/day の範囲とすると言われて

10a に 1 本の吸水管を配置した時の排水量は、7

時間の測定で判断できる。

される条件

①作土層から暗渠吸水管までの水みちが十分であること

まりがないこと。③暗渠末端の排水路において、水位が低いことである

までの水みちの確認

確認：水田の作土層で耕起されていない層を直径

掘削する。この窪みに 10 倍程度に希釈した水性白色塗料

暗渠吸水管の深さまで掘削し、白色塗料が流れた

ドライ・オーガーホール法）：10 ㍑のポリタンクを利用し

測定器を開発した。設置状態を図-1 に示す。

記載された。転作作物に必要な透水係数は

であり、それ以下で排水不良となりやすい。

(MIHAMA Survey & Planning CO.,LTD.) ＊＊株式会社創起建設

キーワード：地下排水、圃場整備、土壌改良、農地の汎用化

暗渠 写真-２ 水みちが発達してない暗渠
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転作面積 40％程度まで

周知の事実である。

えられる。この排水不良

続けられている水

を紹介する。

われており、降雨後 24hr

地表残留水が残るこ

われている。暗渠排

7 ㍑/min であり、

であること。②暗

いことである。

直径 30cm 程度で

水性白色塗料を流し

れた状況を観察する。

株式会社創起建設（SOUKI

汎用化

図-1 透水試験装置
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2)地耐力からの判断

地耐力は農業機械の走行の可否

壌の乾燥が進まず暗渠機能が低下

3)土壌調査からの判断： 暗渠

のことを確認するためリピリジル

ることで暗渠の機能が低下していると

4)暗渠吸水管の内部のモニタリングによる

水管内をモニターするパイプモニタ

発した。このカメラシステムを

CCDカメラと LEDライトを口径

パイプ内に内蔵し、電源と信号

プ内の移動を可能にするグラスファイバー

ットパイプ内に挿入した弾力導入線

る。撮影位置は導入線に表示してある

一緒に外部入力付ビデオカメラを

な時はグラスファイバー線を利用

このロープの牽引力を利用する

これらの暗渠はすべて排水不良

内部の土砂などによる目詰まり

排水路にも問題はなかった。これらのことから

因は土壌の水みちが形成されていないことが

で現場透水試験や白色塗料の試験

が確認され、地元関係者に的確に

５．排水不良水田の暗渠機能回復

を写真-8 に示すレザー制御装置付

壌の透水性を改善した。その結果

量 40mm/day 後のほ場の地表残留水

施工で地表残留水がなく、右側が

６．おわりに：暗渠機能診断の

の利用を期待したい。各技術をすべて

場で実施可能な技術を複数行うことで

作土層から暗渠吸水管までの水みちが

とを確認しつつある。今後、多くの

行いたい。

参考文献：土地改良事業計画基準計画

写真-4 ｼﾞｬﾝﾎﾞﾀﾆｼ進入 写真-5 水の流れた

可否を判断する値である。地耐力が 0.39N/mm

低下していると判断できる。

暗渠が必要な土壌タイプの中に、グライ土壌が含

するためリピリジル反応試薬を土壌に散布することにより、土壌

していると判断できる。

のモニタリングによる判断：暗渠吸

パイプモニタリングシステムを開

このカメラシステムを写真-3 と図-2 に示す。

口径 32mmのステンレス

信号の同軸ケーブルとパイ

グラスファイバー線を束ね樹脂のネ

弾力導入線を巻取機内に格納してあ

してある距離数を音声で動画と

ビデオカメラを利用し記録を行う。困難

利用してロープを引き込み、

する。調査した結果を写真-4～写真-7 に示す。

排水不良の水田であった。吸水管の

まり状況および暗渠の出口である

これらのことから、排水不良の原

されていないことが想定された。そこ

試験を行い、水みちが少ないこと

に説明できた。

暗渠機能回復施工技術： 排水不良水田

制御装置付きサブソイラー作業機で土

結果が写真-9 に示すように降水

地表残留水の状況で左側が排水対策

が未施工で地表残留水が残った。

の各種技術を紹介した。関係者

をすべて行うことは難しいが、現

うことで排水不良の原因が確認できると信じる

みちが少ないことが、主な排水不良の原因であることが

くの水田での調査を行い、合理的な機能回復施工方法

土地改良事業計画基準計画「暗きょ排水」平成 12 年 11 月農林水産省構造改善局

れた形跡なし 写真-6 施工後 20 年経過 写真-7 ロープで

写真-3 パイプモニタリングシステム

図-2 パイプモニタリングシステム

写真-8 レザー

サブソイラー

写真-9 降雨後

左側排水対策施工

0.39N/mm2 以下ならば土

含まれている。こ

土壌が赤く変化す

じる。一般的な水田で、

であることが多いこ

機能回復施工方法の開発を

月農林水産省構造改善局

ロープで牽引

パイプモニタリングシステム

パイプモニタリングシステムの構造

レザー制御装置付

サブソイラー作業機

降雨後の地表残留水

左側排水対策施工、右側未施工


